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電力負荷と天気関係（都田）
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が得られる．こののは相関係数7が判れば，乃の要素が

Xの中で占める割合を与える関係である．これで計算す

ると下表のごとくなる．．

相関係数（デ）

鍔螺占（α）

1．00

1．00

0．95

0．75

0．90

0．68

0．85

0．62

0．80

0．57

0．75

0．53

　さて，そこで再び電力負荷の問題にかえって，この関

係を適用すると，電力負荷の偏差に与える天気要素の寄

与は第8図のようになる．このように，まだ未知の要素
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　　§6．あとがき
　この他に天気要素の変動量と負荷の変動量との比が時

間的にどのように変るか．すなわち負荷の感度の問題が

あるが，ここには省略する．

　前章の未知の要素に関して，東電総電課長上之門氏か

ら有益な教示を賜つた．すなわち電力が過剰のとぎは一

部を昭和電工に廻すというような給電の特殊な操作があ

り，それが10％ぐらいを占めるということである．ま

た，サイクルの変動が標示電力を狂わすというようなこ，

ともあるらしい．これらの点に関しては今後調査を進め

る予定である．

　最後にこの研究に助言を頂いた東電の皆様および東大

地球物理学教室の諸氏，とくに正野教授，磯野助教授，

並びに資料収集の労をお願いした東電給電課の米山氏ジ

中央気象台日射量係鈴木氏，栗原氏に謝意を表する．・ま’

た，図のトレースをお願いした東大藤木氏に感謝する．〆
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第8図 気象要素が負荷偏差に寄与する
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横軸は時刻．白紙の部分は不明

はかなり大ぎい．しかし，この図からはっぎり云えるこ

とは，天，気要素の変動が負荷の変動の主なる原因になっ

ているということである．
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（トラフの決め方について）

　米国で発行されているSynoptic

weather　mapsの500mb天気図を見

ると1952年以降トラフの位置が従来

と変っており種々問題になっている．

　従来トラフは，同一緯度圏で気圧

最低の点をつらね，そのほか曲率な

どもあわせ考慮に入れ七決められて

来た．おなじく米国で発行されてい

るMonthly　Weather　Reviewの月

平均天気図は，いまなお従来の方法

で決められているようである．等高

度線だけからみると，この方法に不

合理はないが，地上の天気などとの

関係を考えると相当に問題がある．

たとえば垂直断面図解折で決められ

る不運続面の位置と，従来の方法に

よるトラフの位置とは明かに異なっ

ている．これらの問題については，

1956年3月

すでに中央予報課で数次にわたって

トラフ検討会が開かれ，この要旨も

発表されているのでここでは省略す

る．

　i新しいSynoptic　weather　mapsを

みると，トラフの位置は，従来のト

ラフの前面でソレノイド場の顯著な

ところに引かれており，トラフとい

うよりは不連続線に近いようである．

（これについては正確な文けんを未

だ手に入れていないので，憶測であ

るが），さてトラフの位置がどのよ

うに決められようと，定義だけの問

題で意に介する必要はないようであ

るが，天気との対応の外にいま一つ

筆者の気に懸るのはトラフの速度の

ことである，たとえば寒気の強いout

burstのあったときなどは，従来の

トラフの位置と，この種め不車続線

トラフの位麗と砂食いちがいが犬き

くなることがある．すなわちトラフ・

は北半球上を従来のトラフとの位置

の差が開いたり狭まったりしながら

進行するものと思われるのである．

　τ大気がだいたいバロトロピッ〃で

あることは数値予報の経験からも言㌧

えることであり，ロスビーの波動論

も充分理論的根拠がある．これに基

づいた（？），従来のトラフの概念も

立派に存在理由のあることはいうま

でもない．あるいは上述の問題も

Long　waveとShort　waveの問題

として片ずけてよいであろうか，こ

れまでの垂直断面図解析の経験から

は，多少の異議もありそうである．、

　　　　　　　　　（広瀬元孝）　　。
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